
 

MMAルール・規則   [2023.3.24改定] 

 

【試合】 試合時間は通常3分2R インターバル30秒とし、対戦相手は申請時の通常体重、経験、実績等を元に組み合わせる。  

 

【服装】 

上半身は裸かラッシュガード、下半身は膝上丈のショートスパッツかファイトショーツ。 道衣・シューズの使用は禁止。 

・サポーター・テーピングは事前にレフェリーのチェックを受けること。 

※着衣は金具やポケットなどが無く、自分のサイズに合ったもので、破れ･ほつれの無い清潔な物に限る。 

 

【防具】  

主催者が用意… オープンフィンガーグローブ  (連合会規定のグローブを使用) 

選手自身が用意… ヘッドガード・マウスピース・ニーパッド(パッドの薄いものは不可)・ファールカップ・レッグガード(マジックテープ式は不可) 

※ヘッドガードはノーズガード・フェイスガードの無いものとする。(貸し出し用も有り) ※バンテージの使用は任意。 

 

【バンテージ・テーピング】 

バンテージは布製のものとし、内側にパッドなどを巻き込んではならない。テーピングのみを使用する場合は、拳頭部および手首へは２巻きまで可。 

バンテージを固定するためのテーピングの使用は２巻きまで可とするが、拳頭部への貼付は不可（指の間を通すテーピングは可）。 

バンテージ・テーピングを装着後（グローブ装着前）にレフェリーまたは役員の検査を受けること。 ※検査後の巻き直しは認めない。 

 

【勝敗】 

①関節技・絞め技による一本 (関節技や絞め技が入った場合、レフェリーの判断で早めに見込み一本をとる。) 

②KO・TKO… 打撃や投げ等によるダメージによりレフェリーが危険と判断した場合。 

③レフェリーストップ・ドクターストップ… 出血や負傷等により続行不可能とレフェリーまたはドクターが判断した場合。 

④セコンドによるタオルの投入など試合棄権の意思表⺬。 

⑤判定… 決着がつかなかった場合、ジャッジまたはレフェリーによる判定で勝敗を決する。 

⑥反則… 悪質な反則の場合や軽微な反則であっても繰り返し行った場合は失格・減点の対象となる。 

 

【ポジションと有効打撃】 

スタンドポジション… 拳部位でのパンチ、キック・膝蹴り。 

グラウンドポジション（足の裏以外の身体の一部がマットに触れている状態。指は含まない）… 頭部を除く首から下へのパンチ・鉄槌。 

 

【判定基準】 有効打・テイクダウン・有利なポジショニング・アグレッシブ性は判定の有効基準となる。 

 

【減点・反則・禁止事項】  

・どちらか一方でもグラウンドポジションにある状態での拳部位以外での加撃。及び頭部への加撃。 

・掌・肘・前腕など、拳部位以外での加撃。金的・下腹部・後頭部・脊椎・延髄部分への加撃。膝関節への正面からの加撃。 

・頭部・頚部・脊椎部に自分や相手の体重をかけて極める（絞める）行為。 

・相手の毛髪を掴む行為。耳・鼻・指など体の一部を掴む（極める）行為。  

・目潰し、噛みつき、ラウンド中以外の攻撃などスポーツマシップやマナーに反する行為。防具や着衣を掴む,引っ張る行為。着衣を使っての攻撃。  

・相手を持ち上げて、故意に背中や後頭部から落とす行為(バスター,スラム)。相手を頭頂部・後頭部から落とす投げ技。 

・ロープやコーナーマットを掴む行為。場外へ逃げる行為及び相手を場外へ出す行為。 消極的な行為。膠着を誘発する行為。 

 

【セコンド】 セコンドは2名まで。インターバル中にリング内に入れるのは1名のみとする。 

・セコンドは試合中、選手・レフェリー・ロープ・コーナーマット等に触れてはならない。  

・相手やレフェリーを侮辱するような言動、暴言や進行の妨げとなるような行為は、選手の減点及び失格の対象となる。 

 

【その他】 

・レフェリーの『スタンド』『グラウンド』のコールによってポジションを判断する。 

・レフェリーに『ストップ』『ドントムーブ』を告げられたら、お互い直ちに攻防を止め、その状態のまま静止すること。  

・ギブアップはレフェリーに口頭で告げるか、相手の体もしくはマットを2回以上手か足の裏で叩いて表⺬する。 

・ロープ際など続行困難な場所ではレフェリー判断によりポジションを移動するか、スタンド状態から再開される。 


